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平成 28 年度の博物館館園実習・見学実習に
ついて
　　　　　　　　　　　　　　　   九州保健福祉大学学芸員養成課程
　平成 28 年度の博物館館園実習 ( 学外実習 ) では、7 名の実習生 (4 年次生対象 )







　本年度は総合博物館・美術館の併設館 1 名、歴史・考古学系博物館 3 名、動物園・
水族館 3 名という動向であった。博物館実習において実習生を受け入れて頂い
た各館園には、ここで感謝の意を表したい







太宰府市文化ふれあい館 ( 福岡県　太宰府市 )








　私はこの太宰府市文化ふれあい館にて、7 月 20 日から、8 月 2 日までの土曜






































をさせて頂いたのだが、1 つの資料を借りるのにファイル 2・3 冊分にもなる書
類が必要になることを教わると資料の重みが増した。






























宮崎市フェニックス自然動物園 ( 宮崎県宮崎市 )




人で 5 日間の日程での実習を行った ( 他大学 1 名 )。実習課題は特になく、打ち
合わせで頂いた資料を読んでおく位だった。実習時にやりたい事があれば、事
前に担当者と打ち合わせをし、準備をすれば行えるようになっている。2 週間
前には実習時に着る服 ( 動きやすいズボン・シャツ× 3、タオル× 3、靴下× 3、







2 日目はサマースクールの誘導、3 ～ 5 日目は飼育実習を行った。
　サマースクールでは 1 日に参加する子供達は約 100 人おり、1 班 20 人ほど
の班が 5 つに別れて行動する。班の種類は 1 年生から 3 年生を対象としたウサ
ギ班・カメ班・ロバ班、4 年生から 6 年生を対象にしたラマ班・キリン班にそ
れぞれ担当者が 1 人付いて構成されていた。






暴れたりしないように目を配っていた。10 時 30 分くらいにボールニシキヘビ
とのふれあい、班ごとの記念撮影をして、11 時に早めの昼食をとり、12 時か
ら「絶滅危惧種や希少動物について」の勉強会を行った。午後に入って 13 時か



































30 分・13 時・15 時にはイベント「フラミンゴショー」でのお客様の誘導と来






















佐賀県立美術館・博物館 ( 佐賀県　佐賀市 )



















































































たちに直接教えた。教える際、“ 削る ” や “ 直角 ” という言葉が分からない子が
いてその子に対してどのような言葉で説明すればいいのか考えた。結果、“ 減ら























到津の森公園 ( 福岡県　北九州市 )















































大分県立先哲史料館 ( 大分県　大分市 )




設として 1995 年に設立された館である。大分県の先哲 ( 昔の哲人・優れた人 )
をはじめ、歴史と文化に関する史料を調査研究し、先哲叢書の刊行などを行っ
ている。
　今回、私は平成 28 年 8 月 22 日から 26 日の 5 日間実習に参加した。事前課
題などは特になく、配布された資料で先哲について少し学んでおいた。実習生




   月  日 　　　  内容
8 月 22 日 オリエンテーション / 展示の見学 / 複製本調査 / 講義
8 月 23 日 講義 / 資料整理の実務
8 月 24 日 講義 / データ入力 / 展示の解説 / 資料整理
8 月 25 日 展示業務











































宮崎市フェニックス自然動物園 ( 宮崎県　宮崎市 )





































































堺市博物館 ( 大阪府　堺市 )
実習期間：平成 28 年 8 月 3 日～ 8 月 7 日
薬学部　動物生命薬科学科
森 啓多佳
　堺市博物館は、市制 90 周年記念事業として昭和 55(1980) 年に開館したが、
市民の協力を得て開館したため「堺市立」ではなく「堺市博物館」という名称









ないように見えた。実習内容を次の ( 表 1) にまとめた。
　
表 1　

















　時間は 9 時 30 分集合で、約 1 時間ごとに 10 分休憩をとり、昼食は 12 時～


















を描いた ( 写真 1)。
　二つ目は、8 月 5 日 ( 金 ) ～ 6 日 ( 土 )
にかけて行った古文書、歴史資料の取り扱
いと整理である。5 日の午後から 6 日の午
前には明治以後の日本各地で売られていた
と思われる各県 ( 地方 ) の鳥瞰図が載って
いる絵はがきに県別 ( 地方別 ) に整理番号
をつけて、中性紙の封筒に入れる作業をし、
さらに 6 日の午後は阪正臣という書道家
が書いた手紙 ( 封筒とはがき ) を中性紙の
封筒に入れ整理番号をつける作業をした。










　三つ目は、8 月 7 日 ( 日 ) に行った体験学習である。この体験学習は「ダンボー













　人数は 30 人いたが、学芸員の方数人とボランティアの方も 10 人近く来てお
り、親と一緒に来ている子もいた。14 人いた学生は、1 人～ 2 人の参加者に就
ききりで教えることもでき、注意散漫になることもなく安全に体験学習会の補
助をこなすことができた。
写真 1: 実習日誌に書いた図
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　この体験学習では参加した子供たちが学んだのはもちろんだが、私もたくさ
ん学ぶことがあった。ボランティアの方との交流によってボランティアに興味
が出たこと、子供への教え方や注意の仕方、そして終わってからの感謝の言葉
が素直に嬉しかったことなどが挙げられる。
　今回の博物館実習を通して、貴重な経験をしたことで、自分の視野を広げる
ことができた。今後の生活でも、この経験を活かしていこうと考えている。
写真 2: ダンボールに描いた線に
沿って切り抜いて重ねていく
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